人事委員会傍聴者の声（３）

「自己申告書」の面接で、執拗に「思想転向」を迫った校長を追及。

12.12入学式②グループ・小川敏夫（前農業高校校長）、緒環三雄（光丘高校校長）

*「都教委の、０４年10・23通達以降、校長の対応が一変したことを改めて理解できた。更に不起立者への『厳正な処分』を都教委に要請した校長が、全都での『適正な実施』が必要だから、と答えたのが印象的だった。小川校長は、都教委から送り込まれて来た校長だということが良くわかった。若いが鉄面皮で、自己保身の為に都の命令にだけ従う人間だと感じた。『君が代』不起立ではなく、三田都議をめぐる混乱が起きたのに、開き直った！緒環校長は、思想的にも確信犯だと感じた。『教員に、内心の自由はない』とまで書いたのは憲法違反だ！」　　　　　（杉田暁子・市民）
*「なかなか、校長尋問は迫力があった。校長の一言ひとことは重要だし、人を変え言葉を変えて追求する様子にひきつけられた。河村弁護士のサポートも的確で厳しかった。次回も楽しみです。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（岡山輝明・被処分者の会）
*「驚きました。校長をやっているような人が、人権侵害を平気でしておきながら、これほど自覚がないとは。『教員には内心の自由はない』と平然と言ってのける。愕然とする程でした。上ばかり見て、一人ひとりの生徒のことなど、話題にもしない日常なのでは？『命令ですから当たり前です。』『考えたことがないので、いきなり考えてといわれてもわかりません。』・・・本当に信じられません。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名）
*「前回の傍聴で岡田審査員の無表情で非人間的言行に呆れました。法律的には素人であり、一生懸命に生徒に責任ある素朴な教員に対し、冷ややかにさえ感じ、怒りを覚えました。審理結果より、経過で明らかにする重要性を感じました。今回の檜垣審査員は、人間味を覚え少しほっとしました。時間の許す限り傍聴します。」　　　　　　　　　　　　　　（佐々木寿恵・都立高校元教員）
　

追加　１２・９　豊田岩男成瀬高校校長尋問

*「『地公法３２条に基づいて、職務命令を自分で出した、しかし、憲法、教育基本法との整合性については、具体的には検討していない』ということを証言として得た。このことは大きな成果であると思う。もう一歩進んで、都教委の不当な支配を具体的に明らかに出来れば良かったが、いかんせん時間が足りなかった。こういう小さな積み重ねからやがて大きな成果が生まれる。代理人、申立人の質問のバランスもとても良かった。特に卒業式の実施要綱の具体的内容についてまで、都教委による不当な支配の内容が示されたことの意味は大きい。」　　　（青木茂雄・被処分者の会）
【２００６・１２・１２】
（傍聴者２５名。　心から感謝しています。被処分者の会・星野）

